
2019年度計画 2019年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、中期目標・中期計画に基
づいて計画する（具体的に期限やレ
ベルなど数値目標を挙げて定量的に
記載する）

（2019年度計画の具体的実行内容を
具体的に期限やレベルなど数値目標
を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達
成状況を評価する。 ＊上段は中
間報告、下段は最終報告

アセスメトポリシーの策定の進捗
状況について、4月と9月にＦＤ研
修会を開催し、学内での情報共有
を図った。

アセスメトポリシーの策定の進捗
状況について、4月と9月にＦＤ研
修会を開催し、学内での情報共有
を図った。

（1）12月から始まる入学前教育に
向けて、教員と連携を図り、準備
を進めている。

（1）学習成果を焦点とする査定（ア
セスメント）の手法を設定し、その
適切性を定期的に点検し、教育の向
上・充実のためのPDCAサイクルを活
用する。
（2）学校教育法、短期大学設置基準
等の関係法令の変更などを確認し、
法令を遵守する。

（1）アセスメントポリシーの策定
に向けて、ＦＤ研修会を開催する。

（1）アセスメントポリシーの策定
に向けて、ＦＤ研修会を開催し、情
報共有を図る。

就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各学科の年度計画及び実行計画と達成状況

部局名 ： 　教務課 計画：2019年5月10日／中間報告：2019年9月30日／最終報告：2020年3月31日

計画達成状況
　部局及び学科における2019年度計画と実行内容

中　期　目　標 中　期　計　画

［内部質保証］
学長は大学の管理運営組織が自己
点検・評価とそれに基づいた内部
質保証に率先して関わり、ALOの
任務を支援し、その体制を構築し
て、自己点検・評価に積極的に取
り組み、それに基づき教育研究活
動の見直しを継続的に行う内部質
保証を機能させる。また、自己点
検・評価活動に加え、独自の外部
評価や相互評価を行い、教育の質
を保証するための査定（アセスメ
ント）には、到達目標設定、事実
の評価など、計画（資源 配分を
含む）、実行、検証、改善という
PDCA サイクルを継続的に用い
る。
［学生支援］
建学の精神と教育目的・目標に基
づいて、多様な学生を募集し、そ
の入学を許可し、積極的に資源配
分を整備して学生の学習支援を図
り、成績評価基準等に従って学習
成果の獲得状況を評価して、学習
成果の獲得が向上するように教育
方法、教育課程及び教育プログラ
ムの見直しを行う。また、学生の
ニーズを的確にとらえ、それに対
応した学習支援の環境を整えるた
めに、 学生生活支援のための組
織や支援体制を整備し、専門的職
員を配置する。

（1）入学手続者に対し入学までに授
業や学生生活についての情報を提供
し、入学者に対し学習、学生生活の
ためのオリエンテーション等を行
う。
（2）学習成果の獲得に向けて、学生
便覧等、学習支援のための印刷物
（ウェブサイトを含む）を発行し、
学習の動機付けに焦点を合わせた学
習の方法や科目の選択のためのガイ
ダンス等を行う。
（3）学習成果の獲得に向けて、基礎
学力が不足する学生に対し補習授業
等を行い、学習上の悩みなどの相談
にのり、適切な指導助言を行う体制
を整備する。また、進度の速い学生
や優秀な学生に対する学習上の配慮
や学習支援を行う。
（4）必要に応じて学習成果の獲得に
向けて、留学生の受入れ及び留学生
の派遣（長期・短期）を行う。
（5）学習成果の獲得状況の量的・質
的データに基づき学習支援方策を点
検する。

（1）ＡＯ入試等による入学手続者
に対して、入学前教育を実施する。

（1）教員と連携を図り、入学前教
育を実施し、学習意欲や学習習慣の
維持に繋げる。



（1）幼児教育学科は2月に1回、生
活実践科学科は12月と2月の2回、
入学前セミナーを実施した。欠席
者には、高等学校の協力を得て、
学科教員による個別指導を徹底し
た。

③ワーキンググループにより学務
システムの問題点を洗い出し、各
社システムの調査を進めている。
⑤アセスメントポリシー策定の進
捗状況について4月と9月にＦＤ研
修会を開催し、今後シラバス作成
についてのＦＤ研修会を開催する
予定である。

③2020年度中に新システムを導入
すべく、ワーキンググループで業
者選定作業を進めている。
⑤アセスメトポリシーの策定の進
捗状況について、4月と9月にＦＤ
研修会を開催し、学内での情報共
有を図った。
また、シラバスの作成要領をより
充実させ、昨年度に引き続き、本
年度もシラバス作成に向けた説明
会を12月に開催した。

◆中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況の運営について◆

［学生支援］
建学の精神と教育目的・目標に基
づいて、多様な学生を募集し、そ
の入学を許可し、積極的に資源配
分を整備して学生の学習支援を図
り、成績評価基準等に従って学習
成果の獲得状況を評価して、学習
成果の獲得が向上するように教育
方法、教育課程及び教育プログラ
ムの見直しを行う。また、学生の
ニーズを的確にとらえ、それに対
応した学習支援の環境を整えるた
めに、 学生生活支援のための組
織や支援体制を整備し、専門的職
員を配置する。

①大学・短大改革の将来構想： 10年
先を見据えた大学・短大組織のあり
方、将来構想案を策定する。②IR機
能の強化：学内外の情報を収集、解
析、管理、公開し、戦略的な大学改
革や広報活動へ活用する。③教学・
事務組織の再編：教学・事務組織の
充実・効率的運営、業務の合理化、
教職協働体制の充実を図る。④セン
ター構想：幼保教職支援及び教養教
育の効率的な運営組織へ改組、兼任
教職員を配置して支援強化する。⑤
FD・SD活動等の活性化：FSD研修会の
開催、学外研修会参加の推奨による
教職員の資質向上を図る。⑥教員業
績評価制度改革：教育、研究、社会
貢献、学内貢献等のきめ細かな評価
で賞与等へ反映する。⑦PDCAサイク
ルの検証：外部評価委員や学内学生
の参画による自己点検・評価・改善
制度を構築する。⑧国の政策・事業
への対応：高等教育無償化要件、私
立大学等改革総合支援事業に全学的
に取り組む。

③学務システムの見直しを検討し、
業務の効率化を図る。
⑤国から発信されるさまざまな方針
に対応すべく、学内ＦＤ研修会を開
催するとともに、学外の研修会にも
積極的に教職員を派遣する。

③学務システムの全面的な見直しを
図るため、ワーキンググループによ
る検討を行う。
⑤ＦＤ委員会で企画・検討し、ＦＤ
研修会を３回以上開催する。

【2019年度短大の主要事業計画と改革の重点事項】

［特色ある取り組み］
社会を意識して学び、学生自らが
成長を実感できる教育改革、充実
した学生生活支援、新たな価値を
創出する地域連携活動などを通し
て、本学の魅力や教育・研究の質
を高め、個性を磨いて差別化を図
るため、特色ある大学改革を推進
する。「未来社会を力強く生き
抜く人材を育成し、地域と共に
輝く大学」を目指し、全教職員が
ベクトルを合わせて下記の重点課
題に取り組み、目標達成に向けて
努力する。
（１）教学ガバナンス・マネジメ
ントの強化による内部質保証：組
織的な大学改革への取り組み
（２）3ポリシーを具現化した教
育改革による学びの保証： カリ
キュラムマネジメント体制の構築
（３）満足度向上に繋がる学生生
活・修学・キャリア支援体制の強
化：学生調査に基づく改善整備
（４）新入試制度の構築と効果的
な入試広報活動：優秀な学生の確
保と学生定員の厳格化
（５）地域活性化に繋がる教育・
研究ブランド力の強化：地域貢献
力とグローバル化の推進

（1）入学手続者に対し入学までに授
業や学生生活についての情報を提供
し、入学者に対し学習、学生生活の
ためのオリエンテーション等を行
う。
（2）学習成果の獲得に向けて、学生
便覧等、学習支援のための印刷物
（ウェブサイトを含む）を発行し、
学習の動機付けに焦点を合わせた学
習の方法や科目の選択のためのガイ
ダンス等を行う。
（3）学習成果の獲得に向けて、基礎
学力が不足する学生に対し補習授業
等を行い、学習上の悩みなどの相談
にのり、適切な指導助言を行う体制
を整備する。また、進度の速い学生
や優秀な学生に対する学習上の配慮
や学習支援を行う。
（4）必要に応じて学習成果の獲得に
向けて、留学生の受入れ及び留学生
の派遣（長期・短期）を行う。
（5）学習成果の獲得状況の量的・質
的データに基づき学習支援方策を点
検する。

（1）ＡＯ入試等による入学手続者
に対して、入学前教育を実施する。

（1）教員と連携を図り、入学前教
育を実施し、学習意欲や学習習慣の
維持に繋げる。



（１）2019年度計画は、就実短期大学中期目標・計画の具体的な取組・実行内容に基づいて計画する。中期目標・計画に関連して、新たな取組がある場合は項目を増やして記載する。
（２）2019年度実行内容は、2019年計画の具体的取組・実行内容を具体的にかつ定量的（数値的）に記載する。
（３）計画達成状況は、年度途中（9月末）、年度末（３月末）に計画の達成状況を部局長及び学長が評価し、次年度計画の参考とする。


